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盟 へ の 加 盟 で あ る。第 二 は 国 際 司 法 裁 判 所 (The
Permanent Court of International Justice)である。これは
当初、国際連盟に付帯するものであった。そして第三が戦






































































































た。そ れ に 対 し て 哲 学 者 の ラ ヴ ジ ョ イ (Arthur O.



































































































































































































































































































































連 盟 (The League for Independent Political Action)」
（LIPA）、「産業民主主義連盟(The League for Industrial
Democracy)」(LID)の副会長であり、「人民ロビー(The
















から区別しようとした。フック (Sidney Hook) とネイゲ























に味方した (Cf. LW 11:283)。
デューイによれば、前述したリベラリズムの二つの潮流


































きない (Cf. LW 11:286)。
デューイは自由放任主義的リベラリズムが徹底されて、
多くの人びとの自由と個性の実現の機会が奪われる事態を
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